
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【研究実施の背景】 

本研究の推進上、主に二つの問題点があった。第一に、教育現場でカラー造形可能な 3Dプリン

ターが少なく、実際に活用できる現場教師も少ない点である。しかし、①4色カラー造形が可能な

3D プリンター普及機が廉価になり、②DX ハイスクール（※全国の 1/4 の高校）の支援対象に、ハイ

スペック PC や 3D プリンターが例示されたように、教育現場における環境・設備面の問題は解消

されつつある。第二に、「歴史教育と地理教育を融合させるカラー3D立体地形」というコンセプト

が、現行の教科学習となじみにくい点である。しかし、令和 7 年 9 月の中央教育審議会教育課程

特別部会「論点整理」で、次期「学習指導要領」で実現すべき“あらたな教育課題”として各学校

で柔軟に探究学習の時間を確保するよう努めること、必履修を含めた教科の融合についても検討

すべきこと、各教科で問題「発見」の要素を意識すること等が示された。以上、まさに今だからこ

そ、本研究を推進しその成果を世の中に普及・還元すべき時である。 

【オープンイノベーション基盤の構築】 

「歴史教育と地理教育を融合させるカラー3D 立体地形」の普及を加速させるべく、研究成果を

オープンソースとして公開し誰でもダウンロードして利用可能にするだけでなく、技術情報につ

いても解説記事・動画を制作し、ともに教材を開発する人を募る #Create GBM 運動を開始した。 

 

なお、3D 教材の制作にあたっては、地理教育に造詣の深い有識者（地理教材共有の会・柴田祥

彦先生、玉川大学教職大学院・髙岡麻美先生）による評価を受け、教育・研究上の成果としてプロ

ダクトをリリースするよう心がけている。 

【教材の価値について】 
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を解決する重要な教材であると考える 


